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河川に自然な彩りを…

現地石材活用の現場製作護岸工法 ※ NETIS 掲載期限終了技術

NETIS 登録番号
HR-100005-A
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護岸ブロックの水理特性値証明書

「 護性証第 0163 号」 
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経済性を追求した現場製作方式

現場に型枠を搬入し、ブロックを製作することにより経済性に優れます。

高い安定性

高い安定性を有するため（水理特性値取得）、 流速の速い河川にも

適応できます。

法肩専用ブロックを用いて、 法肩を保護できます。

優れた施工性

大型ブロック工法なので、 従来の練石張り工法やかごマット工法に比べ、

法面での複雑な工程が簡略化され、 施工性に優れます。

護岸の耐久性 ・強度の向上

表面を自然石で被覆したブロックなので

耐磨耗性が向上します。

現地発生石材の活用（リユース）

現地にある大小様 な々自然石をブロックの表面に埋め込むことにより

石材をリユースできます。

通水性に富んだ大型空張りブロック工法

水密性のある従来工法に比べ、 空張りブロック工法なので、

水の循環を阻害しません。

自然な景観を創出

ブロック相互の隙間から植生が生育し

現地発生石材の活用により、 周囲と調和した景観を創出できます。
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河川に自然な彩りを…
現地石材活用の現場製作護岸工法

■ 特長

※ NETIS 掲載期限終了技術

NETIS登録番号

HR-100005-A

用途 ：河川護岸工・法覆工・天端保護工・高水敷保護工
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●数量表

名　称 種　類 規　格
質　量
 （t）※1

コンクリート
体積 （m3）

型枠面積
 （m2） ※2

連結鉄筋
質量 （kg）

植石面積
（m2）

a
（mm）

b
（mm）

c
（mm）

d
（mm）

さちゅら

標　準 2.59 1.128 5.73 9.77 2.31 − − − −
端　部 2.51 1.093 5.55 9.77 2.24 − − − −

法　肩

A 型2 割 2.71 1.178 6.02 7.33 2.12 1325 1482 − −
B型2 割 2.91 1.267 6.20 7.33 2.32 1325 1482 148 165 

A 型3割 2.71 1.178 6.07 7.33 2.07 1375 1449 − −
B型3割 2.91 1.267 6.25 7.33 2.27 1375 1449 157 165 

天　端 2.48 1.077 5.31 7.33 2.22 − − − −
標　準 植生配慮型※4 2.47 1.075 6.38 9.77 2.17 − − − −
端　部 植生配慮型※4 2.39 1.039 6.20 9.77 2.10 − − − −

※1 上記質量に植石材は含まれません。
※2 型枠賃貸料金は、 建設物価掲載の 「現場製作護岸ブロック型枠賃貸料金」 をご参照下さい。
※3 法肩ブロックは吊りアンカーを 4 ヶ / ブロックに使用します。
※4 景観配慮により、 植生を期待する時は 「植生配慮型」 を推薦します。

■ 形状 ・諸元
●標準 ●端部

●法肩 A型 ●法肩 B 型

●天端 ●標準　植生配慮型
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平面図 側面図

正面図

平面図 側面図

正面図

平面図 側面図

正面図

平面図 側面図

正面図

平面図 側面図

正面図

平面図 側面図

正面図

※3

吊りアンカー 吊りアンカー
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●断面図

●挿入鉄筋数量表

径　φ
（mm）

全長（m）
単位質量
（kg/m）

質量 （kg）

19 1.095 2.23 2.44

※挿入鉄筋 a, 挿入鉄筋ｂは埋め込み長が異なります。

■ 敷設図
●平面図

■連結詳細図
●連結部 a 詳細図

●連結部 b 詳細図

●挿入鉄筋 a,c 詳細図

●挿入鉄筋 b 詳細図
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●連結部 c 詳細図

●連結金具詳細図

　連結部 a に使用
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　連結部 b,c に使用

※N =さちゅら標準のブロック個数とする。

（1 : 2.0勾配の場合）L = a+1476@N、 SL = b+1650@N

（1 : 3.0勾配の場合）L = a+1565@N、 SL = b+1650@N

●吊りアンカー （2 ～ 3t 用）

100m2 当り使用個数 35.7 個

※クリアランスは法方向 0mm、 延長方向 50mm
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■製作手順
現場の製作ヤードにおいて、ブロックを製作し据え付ける現場製作護岸工法です。

従来の練張り護岸工法に比較して、 経済性・施工性が大幅に向上します。

1. 自然石採取・選別 ・洗浄 2. 型枠組立 3. 打設 ・締固め ・表面仕上

4. 自然石配置 5. 打設面ならし 6. 養生

7. 脱型 8. 転置 ・仮置き 9. 据付

完　　成
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